
自民党もかつては辺野古新基地反対。その公約をねじ伏せた張本人は石破首相。「辺野古が唯一」で、米軍の核兵器の
持ち込み・共有も主張。沖縄の軍事要塞化をいっそう強める政権と対決するオール沖縄代表が必要です。
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「沖縄の心」つらぬく
オール沖縄の代表を
「沖縄の心」つらぬく
オール沖縄の代表を

負けられない
民意切り捨て、憲法９条改悪の石破政権と対決
「平成の琉球処分」を報じる「しんぶん赤旗」

「平成の琉球処分」

辺野古新基地
完成の見通しも
展望もなし！

辺野古新基地建設を断念させて、
普天間基地は無条件返還で対米交渉を。
辺野古新基地建設を断念させて、
普天間基地は無条件返還で対米交渉を。

民意こそ政治を変える力民意こそ政治を変える力

離島から疎開？！
沖縄を二度と
戦場にさせない！

対話の外交で平和の島・沖縄へ対話の外交で平和の島・沖縄へ
「軍事」対「軍事」は悪循環。
デニー県政が取り組む対話による平和構築をあとおし。
「軍事」対「軍事」は悪循環。
デニー県政が取り組む対話による平和構築をあとおし。

米軍の特権なくし
人権を取り戻す
米軍の特権なくし
人権を取り戻す
日米地位協定の改定で米軍特権をなくす。
県民の命と尊厳を守る。
日米地位協定の改定で米軍特権をなくす。
県民の命と尊厳を守る。

米兵犯罪の隠ぺい
アメリカいいなり
でいいのか？

裏切った人、裏切らせた人に

総選挙は２回投票

１回目 小選挙区は「候補者名」制度
解説 ２回目 比例代表は「政党名」
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をお書きください

石破首相
「地位協定封印　県民
軽視」（地元紙社説１０
月５日）
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「辺野古新基地建設を
強行する続ける限り、
沖縄の基地負担軽減
は実現しない「（地元
紙社説１０月５日）
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県民とともに
ヌチカジリ
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若者 ・女性 ・高齢者 ・働く人を大切に
オール沖縄の代表
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沖縄の声を国政へ
消費税ゼロ
「増える年金」へ

学費ゼロ
入学金ゼロ

２０万円へ賃上げ

●返済不要の奨学金を７５万人の学生に　

●高齢者医療費の３割負担は中止

●大企業の内部留保（５３９兆円）に時限課税で１０兆円を中小企業支援の財源に

義務教育の学校給食無料に
●子どもの国保税ゼロ　●１８歳まで医療費無料に

ジェンダー平等社会へ
●男女の賃金格差を是正　●選択的夫婦別姓を 国発注公共事業は

地元優先発注に

償いの心で沖縄振興を
PFAS対策を国の責任で
南北縦断鉄軌道の早期導入

沖縄の自然・
伝統文化いかす

CO２ 50～６０％削減
基地返還で
新産業と雇用を創出

公契約法で賃金アップ

マイナ保険証中止

●県内産業と県内企業を支援

めざし、
まず５％に減税

中小企業を支援し
最低でも月収

１日７時間労働週３５時間に
労働時間を短縮

めざし、
すぐ半減を

（２０３０年度までに）


